
自校給食方式の行谷小学校 

　
配
備
レ
ー
ダ
ー
の
電
波

・
電
磁
波
は
動
植
物
・
人
体
へ

の
影
響
、
観
光
産
業
へ
の
影
響

が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
レ

ー
ダ
ー
は
、
軍
事
設
備
と
し
て

軍
事
攻
撃
の
標
的
と
な
る
。
計

画
を
中
止
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。 

　
防
衛
庁
か
ら
環
境
調
査

の
中
間
報
告
が
あ
っ
た
。
防
衛

道
路
は
、
相
互
通
行
の
可
能
性

が
あ
り
、
人
員
配
置
を
し
て
通

行
に
支
障
が
な
い
よ
う
依
頼
し

た
。
軍
事
専
門
家
で
は
な
い
の

で
、
レ
ー
ダ
ー
が
防
御
の
た
め

に
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
と
の
議
論
は
避
け
た
い
。 

 

国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て 

　
国
民
保
護
協
議
会
委
員

は
、
一
般
公
募
の
枠
を
広
げ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

　
今
の
と
こ
ろ
一
般
公
募

の
枠
を
広
げ
る
考
え
は
な
い
。 

　
市
の
国
民
保
護
計
画
は
、

国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
頼
り
で
は
な

く
、
市
民
の
意
見
を
聞
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。 

　
国
の
考
え
を
基
本
と
し

て
、
県
の
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
、
市
の
計
画
を
作
成
し
た

い
。
計
画
素
案
は
、
市
民
に
開

示
し
意
見
を
聞
く
。 

 

　
国
仲
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
計
画
に
つ
い
て 

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
化

す
れ
ば
、
食
育
教
育
に
影
響
が

で
る
。
自
校
給
食
方
式
と
比
較

し
、
ど
の
よ
う
に
確
認
し
て
い

る
か
。 

　
　
　
　
　
市
の
財
政
状
況
か

ら
今
あ
る
国
仲
の
４
施
設
維
持

は
困
難
で
あ
る
。
国
仲
地
区
を

１
つ
と
す
る
給
食
数
１
６
０
０

食
の
セ
ン
タ
ー
化
を
図
り
た
い
。

食
育
教
育
に
つ
い
て
は
、
調
理

員
、
栄
養
士
が
現
場
に
顔
を
出

す
よ
う
な
工
夫
を
し
な
が
ら
、

自
校
方
式
と
変
わ
ら
ぬ
努
力
を

し
て
い
き
た
い
。 

 

　
小
木
地
区
・
井
坪
の
産
廃 

　
　
　最
終
処
分
場
に
つ
い
て 

　
施
設
で
の
廃
棄
物
処
理

の
あ
り
方
、
廃
棄
物
に
よ
る
汚

染
等
を
関
係
住
民
が
心
配
し
て

い
る
。
県
の
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
調
査
経
過
を
聞
く
。 

　
　
　
　
　
　
県
は
業
者
へ
水

質
検
査
を
指
導
し
、
流
域
地
下

水
９
か
所
、
河
川
水
１
か
所
を

検
査
し
て
、
結
果
を
関
係
者
に

報
告
し
た
と
の
連
絡
を
受
け
て

い
る
。 　

地
域
住
民
の
安
全
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、
市
も
環
境

調
査
等
を
す
べ
き
で
あ
る
。 

　
　
　
　
　
　
県
の
現
場
調
査

等
に
は
市
も
立
ち
会
い
、
環
境

へ
の
影
響
を
確
認
し
、
推
移
を

見
て
、
住
民
に
公
表
し
て
い
る
。 

 

小
杉
　
邦
男
　
議
員 

一
般
質
問

一
般
質
問

妙
見
山
頂
の
レ
ー
ダ
ー 

　
　
　
配
備
に
つ
い
て 

　郵
政
公
社
は
、
来
年
３

月
ま
で
に
鷲
崎
・
水
津
・
多
田

・
真
野
・
西
三
川
・
二
見
郵
便

局
を
無
集
配
局
に
す
る
。
佐
渡

の
地
域
的
な
特
徴
や
事
情
を
知

ら
な
い
や
り
方
で
あ
り
、
「
地

方
切
捨
て
」
の
計
画
だ
。
効
率

化
優
先
で
地
域
の
事
情
を
聞
か

ず
『
理
解
願
い
た
い
』
で
は
、

ど
う
し
て
理
解
で
き
よ
う
か
。

今
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
さ

せ
、
来
年
３
月
実
施
を
や
め
さ

せ
る
た
め
に
全
島
あ
げ
て
の
世

論
づ
く
り
が
必
要
で
は
。 

　集
配
業
務
の
廃
止
に
よ

っ
て
、
離
島
で
は
船
便
に
間
に

合
わ
な
い
と
１
日
遅
れ
に
な
り
、

本
土
と
は
違
う
こ
と
を
強
調
し
、

こ
れ
か
ら
も
議
会
と
一
緒
に
な

っ
て
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な

い
よ
う
主
張
を
続
け
る
。 

　佐
渡
の
郵
便
局
を
守
ろ

う
と
、
島
民
の
声
を
郵
政
公
社

に
知
ら
せ
る
し
か
な
い
。
市
民

と
の
協
働
が
今
、
必
要
で
な
い

か
。 

　
郵
政
公
社
の
返
事
を

待
っ
て
い
る
が
、
今
ま
で
の
経

過
を
見
る
と
、
何
ら
か
の
別
の

方
法
も
必
要
と
思
う
。 

 

教
育
基
本
法
の
改
定
に
つ
い
て 

　教
育
基
本
法
と
そ
れ
に

基
づ
い
て
構
築
さ
れ
た
教
育
諸

制
度
が
戦
後
の
日
本
社
会
に
果

た
し
て
き
た
役
割
・
意
義
に
つ

い
て
問
う
。 

　
　
　
　
今
の
日
本
の
繁
栄
は
、

民
主
憲
法
は
も

と
よ
り
、
制
定

さ
れ
た
教
育
基

本
法
や
諸
制
度

が
も
と
に
な
っ

て
も
た
ら
さ
れ

て
き
た
。
社
会

の
繁
栄
は
、
そ

の
国
の
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
に
お

け
る
人
づ
く

り
・
人
間
づ
く

り
と
大
き
く
関
わ
り
、
教
育
基

本
法
や
諸
制
度
が
世
界
に
果
た

し
て
き
た
役
割
は
大
き
い
も
の

と
考
え
る
。 

 

レ
ー
ダ
ー
配
備
で
祟
る 

　環
境
に
つ
い
て
、
猛
禽

類
だ
け
で
な
く
、
植
生
・
土
砂

崩
れ
の
恐
れ
な
ど
、
市
独
自
の

調
査
が
必
要
で
な
い
か
。 

　国
が
調
査
し
、
県
が
管

理
し
て
い
て
、
こ
れ
以
上
の
こ

と
は
な
い
。 

　妙
見
山
に
は
祠
が
あ
る
。

妙
見
大
菩
薩
・
亀
の
り
地
蔵
・

世
界
平
和
祈
念
塔
な
ど
の
関
係

者
の
声
を
聞
く
べ
き
で
な
い
か
。 

　
　
　
　
　
防
衛
庁
が
対
応
し
、

内
容
は
承
知
し
て
い
な
い
。
　 

 

中
村
　
良
夫
　
議
員 

一
般
質
問

一
般
質
問

ま
も
ろ
う 

　
　
佐
渡
の
郵
便
局 

集配特定局と無集配特定局との比較 

区　別 集 配 局  無 集 配 局  

窓
口
取
扱
時
間 

平日 
（時間外を含む） 

窓口事務・郵便 

職員数（佐渡の例） 
１０～１８人 

（ゆうメイト含む） 2～3人 

すべての 

窓口事務 

取り扱う 取り扱わない 

土曜（時間外） 
ゆうゆう窓口 

日曜・祝日（時間外） 
ゆうゆう窓口 

年末年始（時間外） 
ゆうゆう窓口 

8：00～18：00 

8：00～17：00 

9：00～12：30 

9：00～12：30 

 

9：00～17：00 

取り扱わない 

取り扱わない 

取り扱わない 

行わない事務 
・郵便区内特別郵便物 
・後納郵便物 
・内容証明郵便物など 
　の引き受け事務等 

外務事務・郵便 
（郵便・小包の集配、貯金・ 
  簡保の集金など） 

（日本郵政公社の資料から作成） 

ほ
こ
ら 

き
ん 

た
た 



  

　両
津
と
南
佐
渡
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
を
休
止
し
、
佐
渡

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
１
か
所
で

の
処
理
を
す
べ
き
。
表
の
と
お

り
、
現
在
佐
渡
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
ご
み
の
量
不
足
で
能

力
の
１
／
３
し
か
使
わ
れ
て
お

ら
ず
、
統
合
し
て
も
処
理
能
力

の
約
６０
％
で
、
半
年
以
下
の
１

６
８
日
で
処
理
で
き
る
。
粗
大

ご
み
も
年
間
１４
日
分
の
搬
入
量

で
あ
り
全
く
問
題
な
い
。
ま
た
、

３
施
設
を
統
合
し
た
場
合
の
運

営
費
の
縮
減
額
は
１０
年
間
で
４０

億
円
と
試
算
さ
れ
る
が
。 

　今
回
の
議
員
の
分
析
値

は
正
し
い
と
判
断
す
る
。
私
も

以
前
か
ら
統
合
す
べ
き
と
考
え

て
お
り
可
能
と
思
う
の
で
、
市

民
の
理
解
を
得
て
貴
重
な
原
資

を
有
効
使
用
し
た
い
。 

　新
穂
保
育
園
に
民
間
参

入
の
希
望
が
あ
る
が
、
実
現
す

べ
き
。 

　
　
　
　
　
　
民
営
化
に
つ
い

て
は
２
、
３
か
所
検
討
し
て
い

る
が
、
建
設
予
定
の
新
穂
特
養

運
営
の
法
人
が
大
変
興
味
を
示

し
て
い
る
の
で
検
討
す
る
。 

 

　
額
縁
・
中
抜
き 

　
　
　
減
反
の
実
施
を 

　魚
沼
地
区
で
実
施
さ
れ

て
い
る
額
縁
と
中
抜
き
減
反
を

佐
渡
で
も
実
施
す
べ
き
。 

　
　
　
　
　
　
今
後
は
確
認
方

法
を
確
立
し
、
実
施
に
向
け
て

検
討
す
る
。 

　実
施
す
る
よ
う
に
指
示

し
て
あ
る
。 

 

　
工
事
発
注
の
早
期
化
と 

　
　第
２
バ
イ
パ
ス
建
設
を 

　市
発
注
工
事
の
入
札
時

期
を
平
準
化
し
、
４
月
〜
７
月

の
発
注
を
多
く
す
べ
き
。 

　
　
　
　
　
第
１
四
半
期
の
発

注
は
計
画
の
約
３０
％
で
、
業
者

に
大
き
な
迷
惑
を
か
け
て
い
る

が
、
技
術
職
の
研
修
促
進
や
年

度
末
か
ら
の
準
備
を
し
た
い
。 

　技
術
者
の
配
備
も
含
め

分
析
し
、
改
善
し
た
い
。 

　慢
性
的
な
国
道
渋
滞
解

消
と
宅
地
連
た
ん
化
促
進
に
よ

る
固
定
資
産
税
確
保
の
た
め
の

佐
和
田
―
金
井
間
の
第
２
バ
イ
パ

ス（
仮
称
）建
設
の
進
捗
状
況
は
。 

　
　
　
　
　
近
年
中
に
測
量
調

査
と
地
元
説
明
を
し
て
進
め
て

い
く
。 

 

  

　市
は
、
来
年
度
か
ら
す

べ
て
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小

中
学
校
で
実
施
す
る
と
し
て
い

る
虫
歯
予
防
を
目
的
と
す
る
フ

ッ
素
洗
口
事
業
に
つ
い
て
、
９

月
か
ら
説
明
会
を
開
催
す
る
と

の
通
知
を
保
護
者
に
出
し
て
い

る
。
し
か
し
、
フ
ッ
素
に
は
、

が
ん
の
発
症
、
ダ
ウ
ン
症
児
の

出
生
、
斑
状
歯
（
フ
ッ
素
に
よ

る
エ
ナ
メ
ル
質
が
阻
害
さ
れ
る

病
気
）
の
発
症
な
ど
の
薬
害
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
保
護
者
か

ら
心
配
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
法
律
で
定
め
ら
れ

た
予
防
事
業
で
は
な
い
。
問
題

の
あ
る
本
事
業
は
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
　
虫
歯
罹
患
率
は
、

フ
ッ
素
洗
口
の
実
施
校
と
未
実

施
校
と
の
比
較
で
は
実
施
校
が

低
い
。
安
全
性
に
つ
い
て
も
心

配
な
い
と
考
え
て
い
る
。
関
係

保
護
者
に
説
明
し
、
同
意
を
得

て
実
施
を
し
た
い
。 

　平
成
１７
年
度
の
フ
ッ
素

洗
口
の
有
無
に
よ
る
中
学
１
年

生
で
の
平
均
虫
歯
数
の
差
は
、

０
・
６
３
本
に
過
ぎ
な
い
。
歯

磨
き
に
よ
る
保
健
指
導
等
で
十

分
予
防
が
可
能
と
言
わ
れ
て
い

る
。
指
摘
し
た
薬
害
リ
ス
ク
を

冒
し
て
ま
で
強
行
す
べ
き
事
業

で
は
な
い
。
市
長
、
教
育
長
の

見
解
を
聞
き
た
い
。 

　い
ろ
い
ろ
と
議
論
の
あ

る
事
業
で
は
あ
る
が
、
十
分
説

明
し
な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た

い
。 

　
　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
、

説
の
あ
る
と
こ
ろ
は
承
知
し
て

い
る
。
学
校
で
は
健
康
上
の
事

業
と
し
て
行
っ
て
き
た
。
不
安

を
持
つ
保
護
者
も
い
る
の
で
、

不
安
の
な
い
よ
う
説
明
し
て
い

き
た
い
。 

    

　国
は
多
く
の
薬
害
問
題

を
経
験
し
て
き
て
い
る
が
、
そ

の
問
題
提
起
は
、
い
つ
も
庶
民

の
声
か
ら
だ
っ
た
。 

　
フ
ッ
素
洗
口
は
、
そ
の
効
果

と
安
全
性
に
つ
い
て
疑
問
が
残

る
も
の
で
あ
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
指

摘
で
は
、
６
歳
以
下
の
子
供
に

は
フ
ッ
素
の
使
用
を
強
く
禁
止

す
る
と
警
告
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
副
作
用
に
は
、
斑
状

歯
、
ダ
ウ
ン
症
、
が
ん
、
老
人

性
痴
呆
な
ど
の
関
連
を
指
摘
し

た
論
文
の
発
表
も
さ
れ
て
い
る

が
、
フ
ッ
素
洗
口
の
説
明
資
料

に
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
一

切
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
フ
ッ

素
洗
口
の
実
施
を
保
護
者
の
選

択
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
事
実
も
掲
載
し
た
上
で

選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
な
ぜ
リ
ス
ク
が

高
い
フ
ッ
素
洗
口
を
行
政
が
実

施
す
る
の
か
。 

　レ
ン
ト
ゲ
ン
し
か
り
、

リ
ス
ク
の
無
い
も
の
は
少
な
い
。 

　
　
　
　
　
　
こ
の
事
業
は
、

厚
労
省
の
「
健
康
日
本
２１
」
で

推
進
さ
れ
て
い
る
事
業
で
問
題

は
無
い
。
是
非
実
施
し
た
い
。

説
明
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。 

近
藤
　
和
義
　
議
員 

一
般
質
問

一
般
質
問

行
政
改
革
を 

　
　
断
行
す
べ
き 

小
杉
　
邦
男
　
議
員  

緊急質問 緊急質問 緊急質問 

フ
ッ
素
洗
口
は 

薬
害
が
心
配 

さ
れ
る 

 

稲
辺
　
茂
樹
　
議
員  

フ
ッ
素
洗
口
の 

　
　
　
　調
査
を 

施　設　名 

佐渡クリーンセンター 

両津クリーンセンター 

南佐渡クリーンセンター 

3施設の合計 

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年予測 

１３,５０２ 
７,０１９ 
３,５９６ 
２４,１１７ 

１２,２７３ 
６,３０８ 
３,１８１ 
２１,７６２ 

１１,８８２ 
６,１７５ 
３,０７４ 
２１,１３１ 

１１,６００ 
６,０２８ 
３,００１ 
２０,６２９ 

統　合 

２０,１４１ 注１）１６８日/年 

平成１９年予測 
平
成
１９
年
度 

稼
働
日
数 

可　燃　ご　み 単位：トン 

 
佐渡クリーンセンター 
両津クリーンセンター 
南佐渡クリーンセンター 

佐渡クリーンセンター 
1箇所で処理した場合 

処理能力（トン） 
33,600 
11,200 
4,200

 33,600

ごみ搬入量（トン） 
11,882 
6,175 
3,074

21,131

能力に対する処理量比（％） 
注1） 35.4 

55.1 
73.2
注2） 62.9 
※（59.9） 

※（33.0） 

※ 120トン×280日＝33,600トン（理論値）。環境省指針：［年間280日以上の運転をすること］  
※ （　　　）はH19予測 
注1） ごみの量が不足しており処理能力の約1/3しか使われていない  
注2） 統合しても能力の約60％で処理できる 

◆可燃ごみの処理状況（H15～H19） 

◆H17　可燃ごみ処理の現状（実績） 

搬入量 H16：2,357トン減 H17：631トン減 以後：500トン減と試算 
注1） 20.141トン÷120トン＝167.8日（理論値）   
注2）統合しても半年以下の日数で処理できる量である。 

粗大ごみの搬入量は微々たるもので、処理に問題ない  
※  330トン÷25トン＝13.2日（理論値） 

施　設　名 
佐渡クリーンセンター 
両津クリーンセンター 
南佐渡クリーンセンター 
3施設の合計 

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年予測 
201 
173 
95 
469

182 
98 
71 
351

204 
103 
36 
343

200 
101 
35 
336

統　合 

330 ※14日/年 

平成１９年予測 
粗　大　ご　み 単位：トン 

◆粗大ごみの処理状況（H15～H19） 

※ 

平
成
１９
年
度 

稼
働
日
数 



総
務 

活動報告  

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
主
な
議

案
は
、長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
の

制
定
、佐
渡
太
鼓
体
験
交
流
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、

消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、財
産
の
取

得
、平
成
１８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

等
で
あ
り
ま
し
た
。 

佐
渡
太
鼓
体
験
交
流
館
に
つ
い
て
は
、

開
館
後
の
管
理
運
営
方
法
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
、

財
政
的
な
軽
減
を
図
る
こ
と
。ま
た
、

消
防
本
部
庁
舎
用
地
の
取
得
に
つ
い
て

は
、緊
急
時
に
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
立
地
条
件
等
を
十
分
検
討
し

て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
て
決

定
し
ま
し
た
。 

ま
た
、陳
情
１
件
、継
続
審
査
中
の

請
願
・
陳
情
各
１
件
で
あ
り
、「
集
配

局
の
廃
止
再
編
計
画
に
反
対
す
る
意

見
書
に
関
す
る
陳
情
」は
採
択
と
し
、

「
個
人
所
得
課
税
に
お
け
る
各
種
控

除
の
安
易
な
縮
小
を
行
わ
な
い
こ
と

を
求
め
る
請
願
」と
、「
地
方
切
捨
て

を
せ
ず
、住
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る

公
的
機
関
の
役
割
を
重
視
し
、住
民
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
求
め
る
陳
情
」は
、

継
続
審
査
す
べ
き
も
の
と
し
て
決
定
し

ま
し
た
。 

 　
行
政
視
察
報
告
　
第
１
班
　 

平
成
１８　
年
７
月
１２　
日（
水
）〜
１４　
日（
金
） 
 

鹿
児
島
県
種
子
島
　 

西
之
表
市
、中
種
子
町
　 

★
航
空
路
の
現
状
と
課
題 

　
　
　
離
島
振
興
施
策
に
つ
い
て 

種
子
島
で
は
、平
成
１８
年
３
月
に
小

型
ジ
ェッ
ト
機
が
就
航
可
能
な
２
０
０

０
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
を
持
つ
新
種
子
島

空
港
が
開
港
さ
れ
た
。平
成
４
年
に
事

業
着
手
さ
れ
た
が
、用
地
等
で
開
港
が

延
び
て
い
た（
地
権
者
か
ら
同
意
得
ら

れ
ず
、や
む
を
得
ず
県
・
国
の
事
業
と

し
て
土
地
収
用
法
で
用
地
を
取
得
）。

航
空
機
の
利
用
者
は
年
々
減
少
し
て

い
て
、要
因
と
し
て
高
速
船
の
運
航
会

社
が
新
規
参
入
さ
れ
、運
航
回
数
が
増

加
す
る
と
と
も
に
運
賃
が
減
額
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用
し
や
す
く
な
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

西
之
表
市
で
は
、バ
ス
路
線
の
運
行

事
業
者
に
経
営
維
持
の
た
め
の
赤
字

補
て
ん
を
行
い
、市
民
の
利
便
を
図
っ

て
き
た
が
、増
加
す
る
赤
字
補
て
ん
に

対
応
す
る
た
め
抜
本
的
な
見
直
し
を

行
う
と
同
時
に
、今
後
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
独
自
運
営
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
の
活
用
、福
祉
バ
ス
等
を
検
討

し
て
い
く
。 

★
防
災
無
線
の
整
備
状
況
と 

　
　
　
　
そ
の
利
用
方
法
に
つ
い
て 

２
市
町
と
も
、主
な
通
信
業
務
と

し
て
は
地
震
・
火
災
等
の
災
害
通
信
、

行
政
か
ら
の
通
常
通
信
が
あ
り
、災
害

に
関
し
て
は
気
象
情
報
や
予
報
や
警

報
に
関
す
る
通
報
で
、行
政
か
ら
は
各

種
行
事
の
案
内
や
行
方
不
明
者
の
捜

索
等
を
行
っ
て
い
る
。 

１
市
２
町
の
種
子
島
で
は
合
併
を

見
送
っ
て
い
る
が
、ど
の
よ
う
に
し
た
ら

市
民
が
安
心
・
安
全
で
生
き
生
き
と
し

た
生
活
が
送
れ
る
の
か
が
行
政
の
課
題

と
な
り
、今
後
の
参
考
と
な
る
。 

 

行
政
視
察
報
告
　
第
２
班 

平
成
18　
年
７
月
12　
日（
水
）〜
14　
日（
金
） 

 （１）
埼
玉
県
志
木
市 

★
行
政
改
革
と
財
政
運
営
に
つ
い
て 

平
成
１５
年
２
月
、「
志
木
市
・
地
方

自
立
計
画
」を
決
定
し
、２０
年
間
で
職

員
６
１
９
人
を
３
０
１
人
に
半
減
さ
せ
、

将
来
は
正
職
員
を
専
門
官
の
み
の
５０

人
以
下
に
す
る
と
い
う
も
の
。そ
の
代

わ
り
に
、行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
を
育

成
し
、時
給
７
０
０
円
で
５
２
３
人（
職

員
１
人
減
に
１.５
人
採
用
）に
全
業
務
の

約
半
分
を
団
体
に
委
託
。 

１７
年
８
月
、「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」

を
し
、予
算
編
成
で
１５
億
円
の
収
入
不

足
が
見
込
ま
れ
、行
政
視
察
の
中
止
、

議
員
定
数
の
削
減
、職
員
の
ボ
ー
ナ
ス

２０
％
カ
ッ
ト
を
行
う
。 

１８
年
３
月
、「
行
政
再
生
プ
ラ
ン
」

を
決
定
し
、財
政
収
支
１９
年
〜
２２
年
の

４
年
間
の
収
入
不
足
額
４４
億
３
０
０

０
万
円
と
推
定
。「
志
木
市
・
地
方
自

立
計
画
」を
廃
止
し
、職
員
１
／
２
補

充
に
変
更
、行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
は
現
在

９
業
務
で
１８
年
度
中
に
契
約
切
れ
を

も
っ
て
終
了
し
、指
定
管
理
者
に
移
行

中
。 行

政
パ
ー
ト
ナ
ー
と
臨
時
職
員
と
の

関
係
、守
秘
義
務
な
ど
に
よ
り
必
ず
し

も
成
功
と
は
い
え
ず
、職
員
の
複
雑
な

心
境
を
推
察
し
た
。し
か
し
、以
上
の

よ
う
に
全
国
に
先
駆
け
、市
民
自
ら
が

主
体
と
な
っ
て
考
え
行
動
し
、市
民
と

市
が
協
働
し
て
推
進
す
る
ロ
ー
コ
ス
ト
、

ロ
ー
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
力

し
て
い
る
こ
と
は
評
価
さ
れ
る
。 

（２）
宮
城
県
石
巻
市 

★
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て 

防
災
無
線
に
つ
い
て
は
、合
併
前
の

１
市
６
町
に
そ
れ
ぞ
れ
周
波
数
の
異

な
る
無
線
が
、昭
和
５９
年
か
ら
平
成
１２

年
に
か
け
て
導
入
さ
れ
て
い
る
。４
町

で
は
、屋
外
拡
声
方
式
と
全
戸
個
別

受
信
方
式
の
併
設
で
あ
り
、１
市
２
町

で
は
、屋
外
拡
声
方
式
の
み
で
あ
る
。

１６
年
に
難
聴
地
区
に
１
３
０
０
万
円

で
屋
外
に
５
支
局
を
増
設
し
、１７
年
に

は
新
設
岸
壁
の
荷
役
作
業
者
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
２
２
０
万
円
で
１

支
局
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。な
お
、年

間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
は
２
５
６
０
万

円
で
あ
り
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
な
い
。 

宮
城
県
地
方
で
は
、防
災
に
対
す

る
理
解
と
認
識
は
高
く
、導
入
率
は

過
去
の
災
害
な
ど
か
ら
も
高
い
よ
う
で

あ
る
。し
か
し
、石
巻
市
で
は
７
無
線

局
の
統
合
に
つ
い
て
は
、財
政
難
で
も

あ
り
今
の
と
こ
ろ
白
紙
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。 



市
民 

厚
生 

９
月
定
例
会
に
お
け
る
当
委
員
会

の
審
査
は
、
平
成
１８
年
度
補
正
予
算

５
件
、
条
例
改
正
１
件
、
条
例
制
定

１
件
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
予
備
審
査

を
行
い
ま
し
た
。 

特
記
す
べ
き
事
項
と
し
て
は
、
待

鶴
荘
が
新
体
系
に
変
わ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及

び
介
護
保
険
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

１８
年
４
月
１
日
か
ら
待
鶴
荘
が
介
護

保
険
法
の
適
用
施
設
と
な
り
、
入
所

者
も
居
宅
の
対
象
者
と
な
り
ま
し
た
。

待
鶴
荘
は
、
措
置
施
設
と
し
て
外
部

サ
ー
ビ
ス
利
用
型
特
定
施
設
入
所
者

生
活
介
護
及
び
訪
問
介
護
の
指
定
を

受
け
て
、
こ
の
１０
月
１
日
か
ら
介
護

保
険
法
に
よ
る
事
業
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
は
、
措
置
費
に
よ
っ

て
介
護
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
、
要
支
援
、
要
介
護
の
入
所

者
は
、
介
護
保
険
法
に
よ
る
待
鶴
荘

特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護
や
外
部

の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
議
案
と
は
別
に
所
管
事
務

と
し
て
、
学
童
保
育
、
固
定
資
産
税

の
課
税
誤
り
、
児
童
等
の
フ
ッ
素
洗

口
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま
し
た
。 

こ
の
う
ち
学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、

当
初
、
１０
月
１
日
か
ら
月
額
３
０
０

０
円
の
利
用
料
を
徴
収
す
る
方
針
で

あ
り
、
既
に
保
護
者
へ
の
説
明
会
も

実
施
済
み
で
し
た
が
、
諸
般
の
事
情

に
よ
り
こ
れ
を
取
り
や
め
、
今
年
度

は
従
来
ど
お
り
無
料
の
ま
ま
実
施
す

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
検
討

中
で
す
。 

ま
た
、
旧
佐
和
田
町
が
道
路
建
設

の
た
め
買
収
し
た
土
地
を
登
記
せ
ず
、

固
定
資
産
税
を
誤
っ
て
徴
収
に
し
て

い
た
問
題
に
関
連
し
て
、
課
税
ミ
ス

が
あ
っ
た
場
合
の
今
後
の
市
の
対
応

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
新

た
に
策
定
し
た
要
綱
に
よ
れ
ば
、
課

税
ミ
ス
の
際
の
還
付
期
限
を
１０
年
間

と
し
、
更
に
領
収
書
な
ど
の
証
拠
書

類
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
前
の
還
付
も

可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

 

　
行
政
視
察
報
告
　
第
１
班 

平
成
１８   
年
７
月
１８   
日（
火
）〜
２０   
日（
木
） 

 （1） 

北
海
道
滝
川
市 

★
「
な
た
ね
」
に
よ
る 

　
　
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て 

滝
川
市
は
、
全
国
有
数
の
栽
培
面

積（
１
２
０
ｈａ
）
を
誇
る
菜
の
花
（
な

た
ね
）
を
活
か
し
、
多
様
な
展
開
に

つ
い
て
可
能
性
を
探
る
「
菜
の
花
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成
１６
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
環
境
都
市
宣
言

を
行
っ
て
い
る
滝
川
市
に
お
い
て
は
、

な
た
ね
油
を
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
地
球
温
暖
化
防

止
に
貢
献
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
資
す
る
取
組
み
と
位
置

づ
け
推
進
し
て
き
た
。
事
業
成
果
と

し
て
は
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
不
凍
化
に
成
功
し

て
い
る
。 

（2） 

秋
田
県
北
秋
田
市
「
ケ
ア
タ
ウ
ン

た
か
の
す
」（
旧
鷹
巣
町
）　 

★
日
本
一
の
老
人
福
祉
先
進
地 

　
　
「
鷹
巣
町
」
の
現
状
に
つ
い
て 

「
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
」
は
全

国
的
に
も
著
名
な
先
進
的
老
人
複
合

施
設
で
あ
る
が
、
近
年
、
猫
の
目
の

よ
う
に
変
わ
る
自
治
体
の
施
策
に
翻

弄
さ
れ
て
い
る
。
「
鷹
巣
町
」
が
１２

年
の
歳
月
を
か
け
て
築
い
て
き
た
日

本
一
の
老
人
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
が
、

北
秋
田
市
へ
の
合
併
や
首
長
の
交
代

に
よ
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
消
え

て
し
ま
っ
た
。
新
市
長
（
現
市
長
）

は
「
町
は
、
老
人
福
祉
に
偏
り
す
ぎ

て
い
た
。
身
の
丈
に
あ
っ
た
福
祉
で

十
分
」
と
「
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

を
廃
止
、
「
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
」
も
閉
鎖
し
た
。
町
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
「
ケ
ア
タ
ウ
ン
た

か
の
す
」
は
現
在
、
鷹
巣
福
祉
公
社

が
指
定
管
理
者
と
し
て
補
助
金
な
し

で
運
営
し
て
い
る
。 

 　
行
政
視
察
報
告
　
第
２
班 

平
成
　　１８   
年
７
月
１９   
日（
水
）〜
２１   
日（
金
） 

 

（1） 

愛
知
県
高
浜
市 

★
福
祉
施
策
に
つ
い
て 

高
浜
市
は
、
い
わ
ゆ
る
三
河
地
域

の
一
部
。
三
州
瓦
の
産
地
と
し
て
有

名
だ
が
、
現
状
は
名
古
屋
市
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
化
し
た
小
型
都
市
。
１６
％

し
か
い
な
い
高
齢
者
、
そ
れ
よ
り
多

い
子
供
、
新
し
い
人
口
流
入
層
を
抱

え
、
福
祉
の
在
り
方
が
市
民
参
加
型

に
な
る
の
は
当
然
。
平
成
１３
年
に
全

社
協
の
モ
デ
ル
指
定
を
受
け
て
取
り

組
ん
だ
地
域
福
祉
計
画
は
コ
ン
サ
ル

や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
導
入
せ
ず
、
市

民
参
加
に
よ
る
手
作
り
で
あ
る
。
出

来
上
が
っ
た
地
域
福
祉
計
画
は
、
市

民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
基
本
に
、
地
域
福
祉
を
育
て
る
体

制
づ
く
り
と
し
て
「
福
祉
で
ま
ち
づ

く
り
」
を
掲
げ
て
い
る
。 

（2） 

京
都
府
京
都
市 

★
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
つ
い
て 

京
都
市
は
、「
京
都
議
定
書
」と
連

動
し
て
温
暖
化
防
止
と
循
環
型
社
会

構
築
に
向
け
て
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
の
生
産
に
着
手
し
た
。
　
　

京
都
市
の
取
組
み
の
特
徴
は
、
先
行

し
て
民
間
業
者
が
行
っ
て
い
た
廃
食

油
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
を
、
精

製
施
設
を
直
営
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
品
質
の
規
格
化
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
に
あ
る
。
問
題
は
、
自
前
で
回
収

す
る
量
が
全
量
の
１
割
に
も
満
た
な

い
点
。
３
倍
に
増
や
す
べ
く
回
収
拠

点
を
増
設
し
て
い
る
が
、
民
間
業
者

と
ど
う
協
業
す
る
か
が
課
題
の
よ
う

だ
。 

介護保険法の適用施設となった養護老人ホーム待鶴荘 



産
業 

経
済 

当
委
員
会
の
補
正
予
算
審
査
で
は
、

海
洋
深
層
水
の
生
産
に
つ
い
て
は
、

氷
の
普
及
宣
伝
ま
た
生
産
や
輸
送
に

つ
い
て
改
善
を
検
討
し
た
ら
ど
う
か
、

観
光
誘
客
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
は
よ

り
効
果
が
上
が
る
方
法
を
考
え
た
ら

ど
う
か
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 ま

た
、
農
林
業
の
災
害
復
旧
費
約

２
億
４
０
０
０
万
円
の
予
算
が
計
上

さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

現
地
調
査
で
は
、
小
倉
ダ
ム
の
公

園
化
計
画
、
赤
泊
地
内
た
め
池
の
補

修
調
査
事
業
、
前
浜
地
区
の
ナ
ラ
枯

れ
の
実
態
、
岩
首
地
区
の
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
に
よ
る
今
後
の

集
落
営
農
計
画
、
両
津
港
佐
渡
汽
船

待
合
所
に
開
設
し
た
佐
渡
観
光
協
会

の
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

低
迷
す
る
観
光
や
新
農
業
政
策
へ

の
対
応
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。
検
討
会
な
ど
を
開
く
と
と
も
に
、

執
行
部
へ
も
提
言
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 　
行
政
視
察
報
告
　
第
１
班 

平
成
18   
年
７
月
18   
日（
火
）〜
20　
日（
木
） 

 

（１）
滋
賀
県
長
浜
市 

★
ま
ち
づ
く
り
戦
略
に
つ
い
て 

　
昭
和
５８
年
、
当
時
３０
〜
４０
万
人
の

観
光
客
数
が
、
現
在
４
５
０
〜
４
６

０
万
人
（
実
数
約
２
０
０
万
人
）
に

増
加
。
要
因
と
し
て
①
明
治
の
建
物

で
あ
る
黒
壁
を
復
活
し
商
店
街
（
地

図
街
道
）
を
統
一
し
た
イ
メ
ー
ジ
の

展
開
を
図
っ
て
い
る
。
②
盆
栽
展
、

曵
山
ま
つ
り
、
あ
び
せ
展
、
長
浜
出

世
ま
つ
り
等
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
誘
客
を
図
っ
て
い
る
。
③

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の「
功
名
が
辻
」
が
放
映
さ
れ

る
と
す
ぐ
に
博
覧
会
を
開
催
す
る
な

ど
、誘
客
に
貧
欲
で
あ
る
。
以
上
、
佐

渡
で
も
攻
め
の
戦
略
が
必
要
で
あ
る
。  

（２）
富
山
県
氷
見
市 

★
定
置
網
サ
ミ
ッ
ト
と 

　
棚
田
オ
ー
ナ
ー
事
業
に
つ
い
て 

「
世
界
定
置
網
サ
ミ
ッ
ト
」
氷
見

市
の
漁
獲
量
の
８
割
が
定
置
網
で
あ

り
、
佐
渡
も
富
山
の
指
導
で
定
置
網

が
普
及
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
よ

り
、
氷
見
市
の
名
を
世
界
と
国
内
に

売
る
こ
と
が
で
き
、
佐
渡
と
比
較
し

て
魚
の
扱
い
が
極
め
て
慎
重
で
あ
り
、

販
売
も
計
画
的
で
高
級
ブ
ラ
ン
ド
を

守
っ
て
い
る
。 

「
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
１
区
画
１

０
０
㎡
、
会
費
３
万
円
で
年
間
１
０

０
０
人
が
長
坂
を
訪
れ
て
い
る
。
オ

ー
ナ
ー
田
の
管
理
、
環
境
美
化
に
取

り
組
む
中
で
、
集
落
の
絆
が
深
ま
っ

て
お
り
、
佐
渡
で
も
事
業
の
希
望
地

区
が
あ
り
、
条
件
不
利
地
の
活
性
化

の
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
る
。  

（３）
魚
沼
市
・
関
農
場 

★
米
の
直
売
方
式
に
つ
い
て 

水
田
３０ 
ha
規
模
の
直
売
方
式
。
関

隆
氏
は
、
品
目
横
断
的
安
定
対
策
の

ゲ
タ
対
策
の
交
付
金
に
期
待
す
る
の

で
、
今
後
も
生
産
調
整
は
継
続
し
、

額
縁
、
中
抜
き
減
反
で
対
応
し
た
い

と
し
て
い
る
。 

 　
行
政
視
察
報
告
　
第
２
班 

平
成
18　
年
７
月
19　
日（
水
）〜
21　
日（
金
） 

 

（１）
佐
賀
県
唐
津
市 

★
農
林
水
産
受
託
研
究
事
業
に
つ
い
て 

唐
津
市
は
、
「
佐
賀
大
学
海
浜
台

地
生
物
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
契
約
を

し
て
、
水
産
資
源
の
新
し
い
活
用
方

法
、
農
業
の
新
型
作
物
の
開
発
、
環

境
に
対
す
る
研
究
な
ど
を
委
託
し
て

い
る
。
基
礎
的
な
研
究
も
多
く
、
す

ぐ
に
は
実
用
化
さ
れ
て
い
な
い
。
中

で
は
海
草
抽
出
液
か
ら
農
作
物
や
養

殖
魚
の
病
気
予
防
薬
、
化
粧
品
等
の

開
発
に
効
果
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。 

（２）
熊
本
県
苓
北
町 

★
「
天
領
ア
ジ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て 

苓
北
町
で
は
、
魚
価
が
低
迷
す
る

中
で
一
本
釣
り
の
ア
ジ
を
「
天
領
ア

ジ
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し

た
例
を
視
察
し
た
。
魚
の
扱
い
の
意

識
の
向
上
と
と
も
に
、
市
場
調
査
を

行
い
、
流
通
の
改
善
に
努
め
た
結
果
、

大
物
で
倍
の
値
で
取
り
引
き
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
は
、
畜
養
施

設
の
整
備
、
地
元
消
費
の
拡
大
に
努

め
て
い
き
た
い
と
説
明
を
受
け
た
。 

  

（３）
熊
本
県
南
小
国
町 

★
黒
川
温
泉
の
観
光
に
つ
い
て 

南
小
国
町
は
、
交
通
の
不
便
な
地

で
は
あ
る
が
、
近
年
、
観
光
で
注
目

を
浴
び
て
い
る
。
８
つ
の
観
光
エ
リ

ア
の
中
で
、
黒
川
温
泉
の
旅
館
組
合

を
視
察
し
た
。
不
便
さ
を
逆
手
に
取

り
、
客
の
欲
求
す
る
原
点
を
探
求
し

た
結
果
、
癒
し
の
空
間
づ
く
り
や
も

て
な
し
の
心
の
向
上
に
努
め
た
。
入

湯
手
形
の
発
行
な
ど
が
人
気
を
呼
び
、

入
館
者
の
制
限
を
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
そ
う
だ
。
伝
統
の
方
法
や
観

光
協
会
と
の
連
携
な
ど
学
ぶ
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
。 

小倉ダム公園化計画の現地調査 


